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講演題目 

透析患者の予後改善に向けて；血中ビタミン値と栄養指標との関係に注目して 

研究の目的、成果及び今後の展望 

【目的】 

血液透析（HD）治療は、患者の生活の質を低下させ、栄養障害を高頻度に合併するため、栄養状態

を適正に保つ必要がある。栄養障害は、エネルギー摂取不足だけでなく、栄養素であるビタミンやミ

ネラルの摂取不足も関与する。HD 患者におけるそれらの摂取量、血清値や栄養指標との関連に関して

の報告は少ないため、関連を明らかにすることを目的に行った。 

【成果】 

本検討において、HD 患者での栄養障害指標である GNRI（Geriatric Nutritional Risk Index）は、

栄養低下リスク判定基準を上回っていた。ビタミンB1で推定平均必要量を摂取していた割合は9.1％、

ビタミン B６、ビタミン C、葉酸では 50％以上であった。また、水溶性ビタミン、微量元素摂取量と

血中濃度の関連においては、ビタミン B12 でのみ有意な正の相関がみられた。水溶性ビタミン、微量

元素と栄養指標との関連では、ビタミン B1 およびビタミン C の血中濃度が BMI や上腕筋面積、下腿

周囲長などの栄養指標と関連した。 

 

【今後の展望】 

HD 患者にいて、血中水溶性ビタミンの重要性が栄養状態指標の 1つである体格指標の面から支持さ

れた。HD 患者においても、体内の代謝に関連する血中ビタミン B1 と過去の報告から骨格筋量に関連

が示唆されている血中ビタミン Cが、骨格筋量を含めた栄養状態維持に重要であると考えられる。本

検討から HD 患者において今後、水溶性ビタミン、ミネラルの栄養摂取からの対策として、それらを

栄養補助食品などで補充する事での骨格筋量も含めた栄養関連指標をモニターすることが必要であ

ることを示した。 

 


